
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

宿泊行事に向けて  
 ２年生の宿泊行事に関して、先週の金曜日に説明を行いました。そこで配られた手紙は、お家の人に

渡しましたか？参加確認書を兼ねたものになっています。確実にお家の人に渡してください。 

 さて、行き先は山梨県を予定しています。３日間と短い時間ではありますが、みんなにとって有意義

な行事になるように願っています。今回の目的は、 

 

・集団生活を通じて、他者を思いやる気持ちや協力することの大切さを学ぶ。  

・野外活動を通じて、自然環境に興味関心をもち、自分たちが住んでいる渋谷区の良さ

と山梨県の良さを調べる。  

・農業体験を通じて、生産者の苦労を経験し、食べ物の貴重さを実感する。 

 

以上３つになります。コロナの影響で宿泊行事をやむなく中止した中で、久しぶりの宿泊行事になる

のでワクワクしている人がいると思います。友達といるだけ楽しいと感じることがあると思いますが、

学習の一環ということを忘れてはいけません。 

今回の中心となるのが、「農業体験」です。現在打ち合わせ途中なので詳しい話を伝えることはでき

ませんが、甲州市の農林振興課の方が、みんなのためにいろいろな準備をしてくれています。この農

業体験では、農家の方の苦労を知ることから始まり、最終的にはみんなの「食」への意識を高めること

を一番に考えています。誰でもできることではありません。貴重な機会になるので一つでも多く吸収

してください。 

次に「協同生活」です。自分のルールは通用しません。自分だけ良ければいいという考えは厳禁で

す。一人が全員のことを考えて行動できるとより良い集団になると思います。当然ですが、自分のこ

とは自分でする。成長しようと思えば、この３日間で成長できるはずです。意識を高く持ち、大きく成

長しましょう。 

以前の学年通信に掲載しましたが、スケジュール管理をしっかりしてください。体育祭の練習や中

間考査の準備など忙しい６月になると思います。必ず時間に余裕を持てるように見通しをもって生活

を送るようにしてください。 

参加確認書の提出締め切りは、５月２０日（金）までです。 

 

 

～作文紹介（２組）～ 
 進級した際に書いた作文を紹介します。紙面の関係で全員載せることができず残念です。ホームペー

ジに載せる際は名前を削除します。予めご理解ください。 

 

「二年生になって」  

 僕は一年生の時に決めた生活面の目標をまったく達成できなかった。生活面の目標は、給食を残

さず食べることだ。しかし、一年生のときは一回しか給食を完食することができなかった。小学生

の頃に担任の先生が給食を全然食べないから給食用のスタンプカードをつくってくれた。そのカー

ドは、五回連続で完食したら、一回残してもいいというカードだったから小学生の頃は、少しだけ

野菜を食べたけど中学生になってからは、ほとんど毎日残すようになった。 

 僕は、これから家や学校などで野菜を少しでもいいから食べて野菜を給食で完食してみたい。ま

た、野菜が食べられるようになったら、僕が一番嫌いな食べ物のキノコを食べられようになりた

い。そして大人になったら何でも食べられるようになりたい。 

 

 

「二年生になって」   

 私は、二年生になって一年生の時よりも成長したいことが三つあります。 

 まず一つ目は、勉強と部活動をしっかり両立させることです。一年生の時は小学校と違い、新し

く部活というものに入ったり、テストが定期的にあったりと新しい環境に一年生としてがんばって

ついていくことができていたと思います。しかし、どちらかにかたよってしまうことがありまし

た。今年は、勉強と部活動をしっかり両立させたいと思います。 

 二つ目は、積極的に授業をうけることです。一年生のときは小学校の時と比べると自分の意見を

発表することができていました。しかし、一部の授業でしか発表することができていませんでし

た。二年生では、恥ずかしがらずにもっと発言をして、積極的に授業に参加したいと思いました。 

 最後に三つ目は、一年生に見習ってもらえるような生活態度で行動することです。一年生では自

分が後輩という立場だったので、先輩の姿を見ることが多かったですが、四月から後輩ができて自

分たちが先輩という立場になるので、一年生の時以上に生活態度に気を付けて、一年生のお手本に

なれるような二年生になりたいと思いました。 

 二年生では、この作文に書いた三つのことを中心に三年生の次にこの学校の中心となれるような

存在として学校を引っ張っていきたいと思いました。 

  

 

 

 

 

 

 

 


